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高
岡
町
長
は
、
２
０
１
９

年
７
月
に
３
期
12
年
の

町
政
ト
ッ
プ
と
し
て
の
任
期
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

残
さ
れ
た
課
題
に
対
す
る
今
後

の
具
体
策
を
問
う
。

高
岡
町
長

就
任
当
初
手
掛
け
た
の

は
、市
町
村
合
併
問
題
で
あ
り
、

住
民
説
明
会
を
開
き
反
対
の
意

向
で
進
め
た
。

　

農
業
分
野
で
は
、
当
時
一
番

弱
い
と
さ
れ
た
二
次
産
業
強
化

の
た
め
、
美
農
里
館
を
建
設
、

ま
た
世
界
的
市
場
の
不
安
定
が

予
想
さ
れ
た
畜
産
分
野
で
の
飼

料
確
保
の
た
め
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
そ
し
て
、
仔
牛

価
格
安
定
を
図
る
た
め
の
受
精

卵
セ
ン
タ
ー
建
設
。

　

福
祉
分
野
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
に
よ
る
長
期
入
院
受
け

入
れ
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
介
護
施
設
の

増
設
、
ま
た
障
が
い
者
雇
用
と

し
て
の
植
物
工
場
建
設
を
手
掛

け
た
。

　

教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
先

進
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
世
界
で
活
躍

で
き
る
子
ど
も
達
を
育
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
す
べ
て
の
政
策
に
お

い
て
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
取
り

組
み
た
い
。

町
へ
の
権
限
移
譲
に
よ
り

地
目
変
更
等
に
ど
の
よ
う

な
違
い
が
出
て
く
る
の
か
。

元
山
農
業
委
員
会
局
長

昨
年
ま
で
農
地
か
ら
宅

地
等
の
地
目
変
更
の
転
用
許
可

は
、
農
業
員
会
の
承
認
後
、
県

で
の
書
類
審
査
が
あ
り
、
許
可

に
約
二
、三
カ
月
か
か
っ
た
が
、

今
年
度
権
限
移
譲
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
不
備
が
な
け
れ
ば
、

一
カ
月
ほ
ど
で
許
可
書
が
交
付

さ
れ
る
。

駐
在
員
会
・
町
政
懇
談
会

等
を
頻
繁
に
開
催
し
て
、

多
く
の
町
民
の
声
を
政
策
に
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

岡
元
総
務
課
長

駐
在
員
会
は
、
通
常
年
３

回
、
ま
た
、
必
要
な
場
合
は
随

時
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
各

集
落
の
意
見
や
要
望
を
伺
う
と

と
も
に
、
実
行
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
予
算
に
反
映
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
、

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
等
に

お
い
て
、
集
落
区
長
と
し
て
意

見
や
要
望
を
す
る
機
会
も
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
特
定
業
者
に
つ
い
て

○
農
道
整
備
に
つ
い
て

○
納
税
に
つ
い
て

○
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

地目変更が待たれる土地

12 月定例会には、９人の議員が登壇
し、町政、新庁舎建設、台風被害、防災、
教育環境、子育て支援、道路整備、農業
政策など町政全般にわたり執行部の考え
をただしました。　質問と答弁の要旨は
次のとおりです。

町
政
の
実
績
と
課
題
は

木
原
　
良
治
　
議
員

す
べ
て
の
政
策
に
お
い

て
軌
道
に
乗
せ
た
い

問

答

地
目
変
更
は

広
田
　
勉
　
議
員

問答 一
カ
月
ほ
ど
で
交
付

問 町
民
の
声
を
政
策
に

駐
在
員
の
要
望
を

反
映

答

美農里館

ＴＭＲセンター

受精卵センター
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地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
の
振
興
と
維
持
に
つ

い
て
、
徳
之
島
町
と
し
て
将
来

に
わ
た
っ
て
ど
の
様
な
対
策
と

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

向
井
企
画
課
長

現
在
、
島
内
で
は
徳
之

島
総
合
陸
運
株
式
会
社
の
路
線

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
バ

ス
の
老
朽
化
や
運
行
時
間
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
徳
之
島

三
町
及
び
総
合
陸
運
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
に
よ
る
徳
之
島
バ
ス
路

線
対
策
協
議
会
を
設
置
し
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
達
の
身
体
機
能

強
化
を
図
る
た
め
に
も

運
動
公
園
等
の
整
備
を
促
進
し

て
は
ど
う
か
。

深
川
社
会
教
育
課
長

総
合
運
動
公
園
の
遊
具

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
の

臨
時
交
付
金
事
業
で
設
置
し
て

あ
る
の
で
、
再
度
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
割
り
当
て
が
あ
っ
た

時
に
事
業
を
取
り
入
れ
、
身
体

機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

平
成
31
年
度
の
特
別
支

援
に
つ
い
て
学
校
教
育

課
の
考
え
を
伺
う
。

高
城
学
校
教
育
課
長

本
町
の
特
別
支
援
学
級

は
、
知
的
、
自
閉
・
情
緒
、
難

聴
、
病
弱
、
肢
体
不
自
由
の
種

別
で
区
分
し
設
置
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
は
、
小
学
校
13
学

級
、
中
学
校
３
学
級
の
設
置
が

見
込
ま
れ
、
児
童
生
徒
の
状
況

に
応
じ
た
特
別
支
援
員
の
適
切

な
配
置
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

９
月
に
発
生
し
た
台
風

24
号
。
島
内
各
所
に
大

変
多
く
の
被
害
が
あ
っ
た
。
台

風
襲
来
前
後
、
住
民
の
方
か
ら

役
場
に
対
し
て
ど
の
様
な
要
望

や
要
請
が
あ
っ
た
の
か
、ま
た
、

ど
の
様
な
対
応
を
し
た
の
か
。

岡
元
総
務
課
長

接
近
に
つ
れ
て
、
避
難

所
の
開
設
時
期
の
問
い
合
わ
せ

や
、
家
屋
被
害
・
倒
木
・
飛
来

物
に
よ
る
損
害
の
状
況
報
告
、

ま
た
、
家
屋
の
全
半
壊
に
よ
る

救
助
要
請
等
が
あ
っ
た
。
通
過

後
は
、
電
力
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
復
旧
の
問
い
合
わ
せ
や
災
害

ご
み
の
撤
去
・
建
物
被
害
・
防

犯
灯
等
の
災
害
確
認
の
要
請
が

あ
っ
た
。事
前
に
職
員
の
動
員
・

配
備
態
勢
の
確
認
を
行
い
、
関

係
機
関
に
も
警
戒
・
待
機
を
依

頼
し
、
救
助
活
動
や
職
員
全
員

で
災
害
調
査
を
行
い
、
可
能
な

限
り
災
害
対
応
を
行
っ
た
。

全
国
的
に
公
共
工
事
の

進
捗
や
、
空
き
家
対
策

な
ど
を
進
め
る
う
え
で
、
相
続

や
登
記
関
係
の
未
解
決
物
件
が

支
障
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
問
題
が
、

ど
の
よ
う
な
事
案
で
支
障
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
早

期
解
決
を
促
す
た
め
、
対
策
が

必
要
な
の
で
は
。

福
耕
地
課
長

畑
総
事
業
等
に
お
い
て
、

永
年
の
相
続
未
登
記
に
よ
る
相

続
権
者
の
増
大
及
び
所
有
者
不

明
物
件
に
よ
り
、
事
業
進
捗
に

多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
相
続
未
登
記
を

減
ら
す
た
め
、
地
権
者
死
亡
時

の
相
続
登
記
の
斡
旋
、
不
営
農

地
権
者
の
農
地
中
間
管
理
機
構

へ
の
預
入
れ
の
義
務
化
等
、
法

整
備
の
検
討
が
必
要
か
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
、
整

　

備
の
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問
災
害
発
生
時
の
対
応
は

植
木
　
厚
吉
　
議
員

公
共
交
通
機
関
の

課
題

答

問 特
別
支
援
に
つ
い
て

就
学
状
況
に
合
っ

た
支
援
を

答

公
共
交
通
の

　

振
興
と
維
持
は

是
枝
　
孝
太
郎
　
議
員

問

問 遊
具
の
整
備
を

交
付
金
の
割
り
当

て
が
あ
っ
た
時
に

答

島内唯一の路線バスとして利用されている総合陸運のバス

答 可
能
な
限
り
対
応

問 相
続
や
登
記
関
係

の
未
解
決
物
件
は

法
整
備
の
検
討
が

必
要

答

大きな被害をもたらした台風 24 号
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県
道
の
管
理
に
か
か
る
経

費
は
。
草
木
の
伐
採
回
数

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
町
道
の
管
理
状

況
と
経
費
は
。
今
年
度
開
始
さ

れ
た
農
道
管
理
状
況
は
。
長
い

距
離
の
農
道
清
掃
に
作
業
員
２

人
は
足
り
な
い
、
雇
用
拡
大
の

た
め
に
も
増
員
を
要
望
す
る
が
。

亀
澤
建
設
課
長

県
道
管
理
経
費
交
付
金
、

１
６
１
３
万
円
で
町
内
県
道
５

路
線
50
・
６
㎞
を
年
２
回
の
伐

採
と
な
っ
て
い
る
が
、
作
業
員

の
頑
張
り
も
あ
り
12
月
現
在
で

３
回
目
の
伐
採
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
町
道
に
つ
い
て
は
、
年

４
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
民
か

ら
の
要
望
通
報
等
を
も
と
に
草

木
の
伐
採
、
側
溝
清
掃
、
道
路

補
修
を
行
っ
て
お
り
、
経
費

は
12
月
現
在
重
機
借
上
げ
料

１
５
８
７
万
円
道
路
補
修
用
原

材
料
６
０
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

福
耕
地
課
長

本
年
度
よ
り
、
管
理
作
業

員
を
２
名
配
置
し
て
、
農
道
及

び
農
業
施
設
等
の
伐
採
等
管
理

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
農
道
及

び
農
業
施
設
は
数
多
く
の
路
線
・

施
設
が
有
り
、
管
理
作
業
も
今

年
度
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ

れ
か
ら
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

増
員
等
を
検
討
し
て
い
く
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
14
は

「
現
地
建
て
替
え
」
に
誘

導
し
て
い
る
様
子
が
あ
る
が
ど

う
か
。
現
在
地
が
い
い
と
回
答

し
た
人
の
中
に
も
、
多
く
が
津

波
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で

は
高
台
も
検
討
に
い
れ
議
論
さ

れ
る
の
か
。

※
徳
之
島
町
新
庁
舎
建
設
に

　

関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

【
問
14
】
庁
舎
の
建
て
替
え
場
所

に
つ
い
て
、庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
で
は
、
現
在
の
敷

地
内
へ
の
建
設
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
庁
舎
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

次
の
中
か
ら
、
１
つ
だ
け
選
ん

で
、
番
号
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
の
理
由
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。

１　

現
在
地
で
よ
い

２　

建
設
場
所
を
変
え
た
ほ
う

　
　

が
よ
い

岡
元
総
務
課
長

誘
導
は
し
て
い
な
い
。
高

台
が
す
べ
て
の
災
害
に
安
全
だ

と
は
い
え
な
い
。
市
街
地
の
高

台
は
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業
振
興

地
域
で
あ
り
、
１
０
４
㌶
の
広

大
な
地
滑
り
地
域
や
数
多
く
の

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
が
存
在
す
る
。

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
高

台
の
地
割
れ
・
崩
壊
・
土
砂
崩
れ
・

地
滑
り
が
起
き
る
。

　

今
後
、
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
で
津
波
対
策
も
含
め
、
基

本
構
想
を
も
と
に
議
論
さ
れ
る
。

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
は
、
文
科
省
が
「
臨

時
特
例
交
付
金
」
を
補
正
に
盛

り
込
ん
だ
。
国
が
３
分
の
１
を

補
助
し
電
気
代
増
額
分
も
交
付

税
措
置
す
る
と
し
て
い
る
。
県

内
で
は
21
市
町
村
ほ
ど
が
設
置

を
決
め
て
い
る
よ
う
だ
。
来
年

度
予
算
に
活
用
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。高

城
学
校
教
育
課
長

学
校
施
設
全
教
室
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、

電
気
代
等
恒
久
的
な
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
困
難
な
も
の
と
し

て
い
る
。
今
後
、
国
な
ど
が
確

実
に
予
算
措
置
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
状
況
と
内
容
を
精
査
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
補
助
金
事
業
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
状
況
と
経
費
は

幸
　
千
恵
子
　
議
員

問

問 庁
舎
建
て
替
え
場

所
は
高
台
も
検
討

す
べ
き

答 今
後
の
課
題

整備されず常にぬかるんでいる農道

県
道
管
理
経
費
交
付
金

１
６
１
３
万
円

答

新
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
で
議
論

答

問 来
年
度
、
小
中
学

校
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
を

状
況
と
内
容
を
精

査
し
、
前
向
き
に

検
討

答

定例会の様子をインターネットで
ご覧いただけます。

町のホームページから「議会中継」にアクセスしてく
ださい。（※インターネット回線の状況により繋がりにく
い場合があります。）

皆さんで議会を傍聴してみませんか。
　手続きは簡単で、傍聴席入口の受付名簿に住所・
氏名を記入していただくだけです。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
☎８２－１１１１（内線 331）

次回の定例会は 3 月です
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子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、

来
年
度
か
ら
伊
仙
町
で

も
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
よ
う
だ
。
子
育
て
世
代

の
経
済
負
担
を
減
ら
し
て
子
育

て
支
援
を
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
。高

岡
町
長

医
療
費
の
無
料
化
は
、

国
・
県
と
の
連
携
で
行
う
べ
き

事
業
と
考
え
る
。
健
康
保
険
税

の
据
え
置
き
に
努
力
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
無
料
化
と
な
る

と
増
税
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
低
所
得
者
に
対
し
て
は
無

料
化
し
て
い
る
。
健
康
保
険
制

度
を
持
続
的
に
維
持
す
る
に
は

誰
か
が
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
よ
っ
て
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

※
７
・
３
㍍
の
津
波
が
来

る
事
が
想
定
さ
れ
て
い

る
が
現
在
の
役
場
の
海
抜
は
４

㍍
の
高
さ
。
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
備
え
た
役
場
を
高
台

に
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

※
奄
美
群
島
太
平
洋
沖
南
部

　

地
震
で
の
想
定

岡
元
総
務
課
長

高
台
に
、
す
べ
て
の
災

害
に
安
全
で
適
切
な
面
積
の
敷

地
は
な
い
。
行
政
は
、
高
齢
化

率
が
年
々
高
ま
る
こ
と
を
想
定

し
て
、
徒
歩
や
免
許
返
納
者
・

車
い
す
・
自
転
車
・
タ
ク
シ
ー
・

バ
ス
利
用
者
・
生
活
保
護
世
帯

等
の
交
通
弱
者
に
も
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
。
今
後
、
様
々
な
設

計
共
同
企
業
体
か
ら
津
波
対
策

を
施
し
た
適
切
な
新
庁
舎
案
が

示
さ
れ
る
と
考
え
る
。

亀
徳
小
の
調
理
室
は
、

三
十
数
年
前
の
理
科
室

の
施
設
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て

い
る
の
で
、
使
い
に
く
い
状
態

で
あ
る
。
調
理
道
具
等
は
廊
下

の
手
洗
い
場
で
洗
っ
て
い
る
。

近
々
建
て
替
え
の
予
定
が
な
け

れ
ば
、
抜
本
的
に
改
造
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

高
城
学
校
教
育
課
長

亀
徳
小
の
家
庭
科
室
は

約
25
年
に
わ
た
り
、
専
用
使
用

し
て
い
る
が
、
維
持
管
理
や
経

年
劣
化
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。今
後
状
況
調
査
を
行
い
、

管
理
者
へ
の
適
切
な
指
導
と
所

要
設
備
の
整
備
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

　

つ
い
て

○
亀
徳
集
落
内
の
道
路
の
改
良

　

に
つ
い
て

町
制
施
行
と
同
時
に
東
天

城
中
も
創
立
60
周
年
を
迎

え
た
が
、
校
舎
は
急
速
に
老
朽

化
が
進
み
、
大
変
危
険
な
箇
所

も
多
く
あ
る
。
再
編
問
題
等
も

あ
る
が
、
今
の
状
況
か
ら
み
て
、

建
て
替
え
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な

い
か
。

高
城
学
校
教
育
課
長

東
天
城
中
学
校
校
舎
の

老
朽
化
に
対
し
て
は
、
屋
上
の

耐
熱
防
水
処
理
等
を
随
時
施
し

て
い
る
。
今
後
、
校
舎
建
て
替

え
推
進
へ
の
配
慮
な
ど
再
編
検

討
委
員
会
に
具
申
し
、
そ
の
回

答
に
よ
っ
て
、
校
舎
建
設
推
進

委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

奄
美
か
ら
徳
之
島
、
更
に

は
沖
永
良
部
、
与
論
と
南

三
島
へ
の
観
光
の
波
及
効
果
を

考
え
る
と
観
光
客
を
徳
之
島
へ

引
き
寄
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
古
仁
屋
港
と
母
間
港
又
は

山
港
を
結
ぶ
高
速
船
の
実
現
は

で
き
な
い
か
。

向
井
企
画
課
長

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

速
力
22
ノ
ッ
ト
以
上
の
も
の
を

高
速
船
と
定
義
し
て
い
る
。
高

速
船
は
新
造
船
で
一
隻
数
十
億

円
と
非
常
に
高
額
で
、
他
に
も

港
の
問
題
、運
行
会
社
の
問
題
、

採
算
性
の
問
題
な
ど
克
服
す
べ

き
課
題
は
多
い
と
考
え
る
。

東
天
城
中
学
校
の
校
舎

建
て
替
え
は
急
ぐ
べ
き

竹
山
　
成
浩
　
議
員

問

問
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

勇
元
　
勝
雄
　
議
員

無
料
化
に
つ
い
て
は

国
・
県
と
連
携
を
図
る

答

問 役
場
を
高
台
に

交
通
弱
者
に
配
慮

す
べ
き

答

問 調
理
室
の
改
造
を

答 状
況
調
査
に
よ
り
検
討手洗い場で道具を

洗う子ども達

再
編
検
討
委
員
会

へ
具
申

答

東天城中のひさしの崩落箇所

問 奄
美
と
徳
之
島

を
結
ぶ
高
速
船

の
実
現
を

克
服
す
べ
き
課
題

は
多
い

答
議会に対する質問や意見、または議会だよりに対

する意見や希望がございましたら、議会事務局まで

ご連絡ください。

【徳之島町議会事務局】☎ 82―1111（内線 331）
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国
が
発
動
す
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
増
産
基
金
事
業
は
、
キ

ビ
苗
・
肥
料
・
農
薬
等
の
資
材

購
入
の
助
成
は
大
変
助
か
る
制

度
で
あ
る
が
、
農
家
の
自
己
負

担
額
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
み

徳
之
島
事
業
本
部
と
連
携
（
口

座
振
替
等
）
が
で
き
な
い
か
。

東
農
林
水
産
課
長

農
家
の
自
己
負
担
額
に
つ

い
て
は
、
購
買
未
収
金
の
形
で

行
う
事
は
考
え
ら
れ
る
。

農
家
が
求
め
て
い
る
声
も
あ
る

の
で
、
今
後
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之

島
事
業
本
部
と
協
議
を
重
ね
た

上
で
農
家
負
担
額
の
口
座
振
替

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

平
成
31
年
で
終
わ
り
と
な

る
徳
之
島
町
「
子
ど
も
、

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」、
北
部

地
域
の
子
育
て
環
境
の
充
実
の

為
、
新
制
度
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

豊
島
介
護
福
祉
課
長

31
年
度
で
第
一
期
の
計
画

が
終
了
す
る
の
で
、
第
二
期
の

計
画
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
子
育
て
会
議
を
開
催
す
る

な
か
で
、
新
制
度
も
含
め
た
計

画
策
定
を
行
う
。

　

31
年
10
月
の
保
育
料
無
償
化

に
伴
い
、
保
育
の
多
様
化
が
進

む
と
予
想
さ
れ
る
の
で
今
後
保

育
士
の
確
保
と
北
部
地
区
に
施

設
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
畜
産
振
興
に
つ
い
て

新
制
度
の
検
討
は

松
田
　
太
志
　
議
員

問

さとうきび増産推進支援
（肥料購入助成例）

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島

　
　
　
　

と
の
連
携
を

行
沢
　
弘
栄
　
議
員

問

答 前
向
き
に
検
討

BB538
（20kg 入り）

プリンスベイト
（3kg 入り）

定価 2,106 円（１袋）
↓

今回１袋 706 円
（農家負担）

定価 3,726 円（１袋）
↓

今回１袋  598 円
（農家負担）

新
制
度
も
含
め
た

計
画
策
定

答

11
月

４
日　

関
西
徳
州
会
大
運
動
会
・
第
68
回
総
会
（
尼
崎
市
）

７
日　

第
３
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

第
６
回
徳
之
島
町
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
（
亀
津
新
漁
港
）

14
日　

市
町
村
議
会
議
長
会
（
広
域
事
務
組
合
）（
与
論
町
）

16
日　

第
35
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

16
日　

行
政
と
の
懇
談
会
（
商
工
会
）

18
日　

奄
美
群
島
農
業
祭
式
典
（
天
城
町
）

20
日　

第
37
回
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
）

21
日　

第
62
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
及
び
本
県
関
係
国
会
議

	
 

員
へ
の
要
望
活
動
（
東
京
）

21
日　

バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
（
天
城
町
）

21
日　

徳
之
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
及
び
懇
親
会
（
護
国
神
社
）

22
日　

ご
み
処
理
肥
料
工
場
視
察
（
栃
木
）

25
日　

離
島
町
村
議
会
議
長
行
政
調
査
（
種
子
島
）

12
月

５
日　

東
天
城
地
区
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
（
前
川
生
活
館
）

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
４
回
定
例
会
）

10
日　

年
末
年
始
の
特
別
警
戒
・
交
通
事
故
防
止
運
動
出
発
式

11
日　

第
４
回
定
例
会
開
会

14
日　

第
４
回
定
例
会
閉
会

15
日　

鹿
屋
体
育
大
学
野
球
部
監
督
講
演
会

27
日　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
の
動
き

内閣府ホームページの子ども・子育て支援施策
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議会活動 スナップ

　平成 31 年 1 月 24 日 ( 木 )、三ヵ町議会議員連絡協議会による第 3 回ボランティア清掃で、火葬
場周辺の草刈りを実施しました。

12 月定例会で審議された案件と議決結果

（議案）
・徳之島町情報公開条例の一部を改正する条例
・徳之島町個人情報保護条例の一部を改正する条例
・徳之島町特定個人情報保護条例の一部を改正する条例
・徳之島町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・過疎地域自立促進市町村計画の一部変更
・徳之島町健康の森総合運動公園・陸上競技場・亀津公園の指定管理者の指定
・平成 30年度一般会計補正予算（第５号）
・平成 30年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・平成 30年度水道事業会計補正予算（第３号）

案　　　　件

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
可 決
可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

議決結果

編
　
集

　
後

　
記

町
の
所
々
で
は
「
緋
寒
桜
」
が
咲
き

誇
り
、
寒
さ
の
中
に
も
暖
か
な
春
を
感

じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
第
四
回
定
例
会
の
編
集

作
業
は
、
年
末
年
始
を
は
さ
み
、
慌
た

だ
し
い
中
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
無

事
こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
皆
様

に
関
心
を
も
っ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る

よ
う
な
議
会
だ
よ
り
作
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
天
皇
陛
下
が
退
位
さ

れ
、
５
月
１
日
、
平
成
か
ら
新
し
い
元

号
に
改
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ど
ん
な

新
元
号
に
な
る
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
元
号
の
変
更
で
何
が
変
わ
り
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
歴
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

が
刻
ま
れ
る
よ
う
な
、
明
る
い
出
来
事

が
あ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
一
年
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
、

良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
編
集
委
員
一

同
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　
　

松
田　

太
志


